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１．越中国の律令祭祀具出土遺跡と祭祀具の内容（図１・表１）

越中国では１８遺跡から、人面墨書土器や木製祭祀具が出土している。古代越中国には４郡が置かれ、

各郡での様相は図１・表１のとおりである①。

２．越中国の律令祭祀具出土遺跡と官衙遺跡の関係（図１）（堀沢２００３）

（１）祭祀具のセット関係② 人面墨書土器と斎串や人形などの木製祭祀具が共伴する祭祀パターン

A型と木製祭祀具のみが出土する祭祀パターンB型に分けられる。さらに、B型は斎串のみ出土のB

-（a）型と斎串に他の木製祭祀具伴うB-（b）型に分けることができる。

（２）祭祀パターンA型と官衙遺跡の関係 祭祀パターンA型は、豊田大塚・中吉原遺跡（旧称：

豊田大塚遺跡。平成１５年７月名称変更した）、南太閤山�遺跡、北高木遺跡（北高木遺跡と荒畑遺跡
は、隣接するため１遺跡とする。）、埴生南遺跡の４遺跡がある。現在のところ各郡で１ヶ所ずつ所在

している。これら付近には、国府や郡家と比定される遺跡があり、以下のようになる。

越中国府 越中国府と北高木遺跡（越中国府の祭祀場）

新川郡 米田大覚遺跡（新川郡家）と豊田大塚・中吉原遺跡（新川郡家の祭祀場）

婦負郡 婦負郡家は富山市西二俣に比定される。候補の遺跡は黒河尺目遺跡になる（藤田２００２）。

南太閤山�遺跡（婦負郡家の祭祀場）
射水郡 射水郡家は越中国府付近に比定される。北高木遺跡は射水郡家の祭祀場でもあるのか③。

礪波郡 道林寺遺跡（礪波郡家）と埴生南遺跡（礪波郡家の祭祀場）

国府や郡家に関連する祭祀場では、人面墨書土器と木製祭祀具のセットで使用すると考えられる。

（３）祭祀パターンB型と官衙遺跡の関係 祭祀パターンB型は、１３遺跡である。郡家・郷・駅家・

津（河川交通）などに比定される遺跡が多い。米田大覚遺跡は新川郡家、水橋荒町・辻ヶ堂遺跡は水

橋駅家、じょうべのま遺跡は佐味駅家関連、麻生谷遺跡は川人駅家、辻遺跡は郷関連、東木津遺跡は

布師郷関連、桜町遺跡は長岡郷関連、中保B遺跡は津（河川交通）とされる。郡家・郷・駅家・津

（河川交通）などでは、木製祭祀具のみを使用すると考えられる。

その他の遺跡も出土遺物をみると官衙に関連した遺跡と考えられる。遺跡の内容については、今後

の課題としたい。

斎串のみ出土のB-（a）型は、井戸や掘立柱建物の柱穴などにみられ、井戸や建物に伴う祭祀が想定

される。

３．越中国の祭祀具の問題点

（１）下部が尖るタイプ（一本足）の人形について 下部が尖る人形・一本足の人形は、越中国以外

では、兵庫県中町安坂・城の堀遺跡（播磨国）、同県丹波市市辺遺跡（丹波国）、大阪府寝屋川市讃良

郡条理遺跡（河内国）、静岡県静岡市神谷原・元宮川遺跡（駿河国）で出土している④。

現在のところ他国では１遺跡のみの出土であるが、越中国では、豊田大塚・中吉原遺跡など３遺跡

で出土がみられ、「一本足タイプ」の人形は越中国の特徴とされるのではないだろうか。９世紀後半

～１０世紀初頭が主体と考えられる。このタイプの人形の時期や使用方法などについては、今後の課題

である。
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（２）顔がない人面墨書土器について 人面墨書土器が出土している南太閤山�遺跡と北高木遺跡で
は、人面墨書土器とともに、おそらく顔が描かれない人面墨書土器が共伴している。

南太閤山�遺跡では、都城で人面墨書土器に使用される祭祀用土器（壷B）を模倣したと考えられ
る土器が１点出土している（図３－３）。ただし、土器の外面はヘラケズリしており、調整方法は都

城とは違い、在地の方法で行われる。岸本雅敏氏は「人面用土器模倣形態」の在地土器で、人面墨書

土器とともに祓えの祭祀に使用したものとみてよいとしている（岸本１９８５）。

北高木遺跡では、人面墨書土器に使用される土器とほぼ同じ器形で、顔がない土器がある（図３－

４）。また、花ノ木C遺跡では、人面墨書土器は出土していないが、人形と斎串とともにほぼ完形品

の土師器の長胴甕と小型甕、須恵器の杯が出土している。これらについては同時に溝に投げ込まれた

と考えられる（富山市教育委員会２００４）。

このように、「顔のある人面墨書土器」と「顔のない人面墨書土器」が同時に祭祀に使われたと考

えられ、都城で行われたとされる「顔のない人面墨書土器」による祭祀行為は、越中国でも行われた

可能性が高いと考えられる。

他の遺跡で、木製祭祀具のみで人面墨書土器が伴わない遺跡でも、完形品の土師器甕類などは「顔

のない人面墨書土器」と考えられるのではないだろうか。

（３）赤田�遺跡の祭祀について 本遺跡では、溝から多種の木製祭祀具とともに、土師器の椀と皿、

黒色土器、緑釉陶器などが出土している。完形品に近い土師器の椀は約３００点ある。椀は口径と器高

の関係より、２つのグループに分けられる。�類が口径１２～１４㎝、器高４～６㎝、�類が口径１５～１８
㎝、器高５～６㎝で、�類が圧倒的に多い。溝から出土した土師器の約８６％は椀が占める。さらに、
土師器には高台のある皿と高台のない皿がある。土師器の甕類は１～２点で、須恵器はほぼ完形品の

長頸壺（２点）、頸のない双耳瓶（１点）などがある。

また、緑釉陶器は１２点あり、報告書では、口縁部を意図的に打ち欠いて、この部分に燈芯を置いて、

祭祀儀礼における灯火具として用いられ、祭祀が執り行われた後、木製品や他の土器と伴に溝に廃棄

したとしている（小杉町教育委員会２００３）。

大量の土師器の椀や皿などは木製祭祀具と共に祭祀に使用された後、投げ込まれたのか、投げ込む

こと自体が祭祀行為なのか、祭祀の内容や祭祀の主体者などについては、今後の課題としたい。

注 ① 脱稿後、高岡市石名瀬A遺跡から人面墨書土器、斎串、人形などが出土していることを知った。それについては、本
報告の図１・表１には記載していない。

② 平成１９（２００７）年１０月２８日、高岡市下佐野遺跡の現地説明会で人面墨書土器の破片が展示されていた。現在のところ遺
跡の詳細が不明なので、この分類には含めていない。注①で書いたように石名瀬 A遺跡についても同様である。石名
瀬 A遺跡の人面墨書土器は、平成２０（２００８）年３月８～１６日に開催された第８回高岡市埋蔵文化財展「万葉の時代」に
展示されていた。
また、高岡市下佐野遺跡・石名瀬A遺跡を含めた越中国の祭祀パターンについては、若干の再考を行った。この点に
ついては、２００８年４月発行の『信濃』第６０号第４号に「古代越中国の律令祭祀について」として報告した。
ただし、下佐野遺跡と石名瀬 A遺跡は現在整理中であり、あくまでも筆者が遺物を実見させていただいた感想を報告
している。

③ 下佐野遺跡と石名瀬 A遺跡は隣接しており、注①と②で書いたように人墨書土器や人形などが出土している。両遺跡
の年代や他の出土遺物などについて検証する必要はあるが、これらを一体的な遺跡とすると、射水郡家に関連する祭祀
場として考えられるのではないだろうか。

④ 発表時に、中村弘氏の資料により市辺遺跡で一本足の人形が出土していることを知った。また、他の２遺跡については、
発表後に確認した。
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剣形？

豊田大塚・中吉原遺跡

図１ 越中国の律令祭祀具出土遺跡と官衙遺跡 筆者作成

表１ 越中国の律令祭祀具出土遺跡・内容一覧 各遺跡の発掘調査報告書などを参考にして、筆者作成
※「人面」は人面墨書土器を示す。
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図３ 越中国の主な人面
墨書土器など（１：９）

図２ 北高木遺跡律令祭祀具出土位置図（遺構図は１：３０００、遺物は１：９）
大島町教育委員会１９９５に加筆

３２

図４ 東木津遺跡律令祭祀具出土位置図（遺物は１：９）
高岡市教育委員会２００１に加筆
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１．豊田大塚・
中吉原遺跡

２．赤田�遺跡
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図５ 一本足の人形（１：６）
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